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● 300 億円もの税金を使って「多摩川スカイブリッジ」が開通億円もの税金を使って「多摩川スカイブリッジ」が開通億円もの税金を使って「多摩川スカイブリッジ」が開通億円もの税金を使って「多摩川スカイブリッジ」が開通

3 月 12 日、「多摩川スカイブリッジ」が開通しました。

河口から数百メートルのところに総延長 840 ｍ、総工費約 300 億円という巨額の税金をか

けて川崎市が作った橋です。

市議会で日本共産党が、河口から数キロの間にすでに 5 本の橋があるのになぜ必要か、と

一貫して問題提起してきました。

市長は理由を次々と変えて説明してきました。

最初は県知事が羽田空港の国際化を期に神奈川側にも検疫や税関などがある「神奈川口」

を作る構想を出してきたのですが、テロ対策でダメになったにもかかわらず、橋の計画だ

けが残りました。

次はオリンピックがあるからと最初は 4 車線だったのに、オリンピックにも間に合わない

と 2 車線になり、川崎市の単独事業になって、いったい誰が使うのかわからないものにな

っていきました。

福田市長は、3 月 12 日、報道陣に「世界最先端の研究機関が集積するキングスカイフ

ロントと羽田がつながる意義は大きい。」と述べました。

つまり、この橋が市民のためではないことを表明しています。税金の使い方が間違ってい

ることは明らかです。

橋の真下には、貴重な干潟があり、文科省から「生態系保持空間」と指定されています。

そのために干潟には杭一本打たずに作る難工事になりました。

川面に夜人工的な光が当たらないよう背の高い街路灯はなく、照明は道路の横からです。

生態系の調査も引き続き行うとのことなので、これからが大事です。

巨大なインフラは作ってしまえば維持費がかかり、簡単になくすことはできません。

できてしまったからと言って免罪符にはならないのです。

市民にとって負の遺産であることを忘れずに注視していきましょう。
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2 月 12 日の TBS「報道特集」が、「教師のブラック勤務を考える」を特集し、その過酷な

実態が大きな反響をよびました。

そして、川崎の学校現場も、同様の「ブラック勤務」がまん延しています。

文科省は、超勤の上限を、「月 45 時間以内・年 360 時間以内」としています。

しかし、川崎市は、この基準を上回る「過労死ライン 80 時間を超える教職員をゼロにす

る」ことを目標にしていました。

ところが、新「改革方針（案）」では、「2 カ月から 6 カ月の平均が 80 時間を超える教

育職員を“可能な限り”なくしていく」ことを 2025 年度までの重点目標に変更しました。

つまり、実質的に 80 時間を超える月があっても良いことになり改革推進どころか後退で

す。まして「可能な限り」とはなんとやる気の無い表現でしょうか。

この 6 年間で、教職員の病気休職者は年平均 78 人で、そのうちの精神疾患の方は 58 人に

上るなど大変な健康被害が続いています。現状をさらに悪化させる危険があります。

教育次長は、3 月市議会で「今回の提案は過労死ラインの 80 時間を超える教育職員を

低減させることを最優先課題と考えた。この目標は連続する月を単位としているので、教

育職員にとっても意識することが容易で、削減に向けた実効性が期待できる。」と答弁し

ています。

本来、教育委員会がやるべきことは、労働基準法に則り月 45 時間を超える残業を無くす

ことであり、過労死ラインを上回る働き方を容認するなどもってのほかです。

教育現場に必要な職員を今すぐ大幅に増やし、教職員の負担軽減を進めることを、本気で

追及すべきです。

▲お知らせコーナーお知らせコーナーお知らせコーナーお知らせコーナー

☆☆ 3 月 21 日(月祝)ゆめごこちライブ Vol3（再掲載）

朴保（パク・ポー）「原発事故から 11 年・再稼働は許さない」

https://www.pakpoe.com/

https://neutmagazine.com/Pak-Poe-singer

第 1 部 15 時から 90 分

第 2 部 18 時から 90 分

入場料 一般 2,000 円 障がい者、学生以下 1,000 円

会場：かわさきゆめホール

お申込み 044-433-3003 又は、hall@kawasakiyume.com まで
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3 月 13 日に原発ゼロオンライン集会が開催されました。

配信の経験不足から文化行事では音量オーバーに気づかず音声が潰れてしまいました。

本集会では気がついてクリアな音声での配信が出来ました。

こんな場合でもリカバリーが出来るのが IT 技術のすごいところ。

チャンと聞こえる映像が youtube にもうアップされました。

文化行事

https://www.youtube.com/watch?v=uhYuNAdKaRg

メイン集会

https://www.youtube.com/watch?v=1EgERV7zDQk&t=40s

青木美希さんの講演「地図から消される街」

https://www.youtube.com/watch?v=F6I4cPjFBXg

リモートでも出来るけど、やっぱり「リアル集会が良いな」（Y)

☆☆チェンジかわさき！☆☆

川崎民主市政をつくる会

〒 211-0011 中原区下沼部 1880

お問い合わせ

mailmag@newkawasaki.jp

公式ホームページ

https://newkawasaki.jp

☆☆チェンジかわさき！☆☆


